	産休等代替職員任用等承認申請書類チェックシート　


※市町村が申請する場合は、施設長を市町村長と読み替えてください。
□　休業職員は、当制度の対象職員ですか？　（国基準職員であるかチェック）
　 （休業職員が休業中無給・減給される場合や非常勤職員の場合は対象外）

□　代替職員は、施設の任命権者が新たに臨時的に直接雇用する職員ですか？

若しくは労働者派遣契約を締結した派遣労働者ですか？

□　休業職員の職種と代替職員の任用職種は同じですか？
□　職種が「保育士」の場合、代替職員の「資格取得・登録年月日」は「保育士証」の登録年月日と同じですか？
□　任用等期間は、産休98日（多胎妊娠154日）間以内、病休60日間以内ですか？

□　期間計算は正しいですか？　（例）7月6日～10月11日＝98日間
　　また、産休の場合、出産予定日は産前休暇に含まれていますか？

□　病休の場合、診断書記載の療養期間内に任用等期間が全て含まれていますか？

□　産休の場合、「条例、規則等の産休の期間」中の該当する期間を選択し、その他を選択した場合、期間を具体的に記入していますか？

□　「国基準の職員名の確認表」で、施設の国基準職員の計算で算出された職種毎の職員数を、表中の名簿で人数の確認ができますか？

□　書類はすべて揃っていますか？

□　産休等代替職員任用等承認申請書 （実施要綱第1号様式）

□　妊娠証明書または医師の診断書等（出産予定日の分かるもの）

□　代替職員の資格証明書 （資格を要しない職種は不要）※派遣労働者の場合は不要
　　　□　保育士の場合は保育士証ですか？

□　派遣契約書の写し（代替職員が派遣労働者の場合のみ）
□　無資格者任用の理由書  （資格を要する職種で代替職員が無資格者の場合のみ）

□　代替職員の履歴書 （代替職員が無資格者、または資格を要しない職種の場合のみ）

　　※派遣労働者の場合は不要
□　国基準の職員名の確認表 （各施設における最初の任用等承認申請時に、当該施設分

の提出が必要。１度提出した施設は、同じ年度内で再度の提出は不要）
□　同一人物証明書 （申請書と各種証明書の姓が異なる場合のみ）

□　添付書類が写しの場合、原本と相違ありませんか？
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